
 

 

 

 

 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

呉市立片山中学校 

学校通信 第５号 
               令和４年１０月１４日 

 

 

呉市東片山町 13 番 5 号   Tel：0823-21-4995  Fax：0823-24-9847     E-mail：katc＠kure-city.jp 

学校朝会 西原校長より 

土曜日，本校グラウンドで地域の夏まつりが３年ぶりに行われました。真夏のような暑さでしたがコ

ロナ以前のような賑わいが戻り，みんなの笑顔が溢れました。 

 子供たちに楽しい思い出を残してやりたいという強い思いをもって，地域の役員のみなさん，事業所

や呉市役所の方々など，多くの人々が時間を掛けて準備し，やっと実施出来たものです。何度も打合せ

を重ね，感染状況の悪化で延期し，また計画を練り直し･･･その努力には本当に頭が下がる思いでした。 

 「持続可能な地域づくりの核となる生徒」を育てるという目標をもつ本校も，多くの人たちの笑顔の

ために一役買いました。運動部のみなさんを中心に，前日からテント設営などの会場づくり，吹奏楽部

は軽快な楽しい音楽で会場を盛り上げ，執行部のゲームコーナーには小さな子供たちからお年寄りま

で，大行列ができました。各出店にも手伝いの生徒が入って売り物を準備したり，お客さんの対応をし

たりしました。小さい子供たちにはしゃがんで目線を合わせ，お年寄りにはより丁寧に，どの場面を見

てもみんなとびきりの笑顔で優しく接していました。地域のみなさんからも「中学生が本当によく働い

てくれた」「本当に感じが良い」と大変感謝されていました。 

 中には自分が遊ぶ時間も惜しんで働いていた人もいましたが「疲れたけど楽しかったです」と清々し

い表情で言ってくれました。すばらしいことです。他の人の喜びが自分の喜びになる，これがボランテ

ィアなんだなぁと実感しました。 

たくさんの思い出の中でも，大変印象深い出来事を一つ紹介します。それは午前中の会場準備中のこ

とでした。テントを立てたり机や椅子を運んだりと，地域の方と一緒に，50人ほどの生徒や先生で働い

ていたのですが，暑いし重いし，正直，私は途中，義務感だけで動いている時間がありました。そんな

とき，こんな声が聞こえてきました。「バケツリレー♪ 椅子よこせ～♪」倉庫から 140 脚のいすをバ

ケツリレーのようにして運び出す作業をしていたチームが，自然と歌いだしたのです。すると，それま

での疲れもなんのその。リズムよくスピードアップして，笑い声も出るほど楽しく作業が進んだのです。

最後は椅子を出しすぎたのですが，それも逆回転であっという間に元に戻してしまいました。 

みんなで力を合わせて行う作業では，こうした「作業歌」と呼ばれるものが生まれることがあります。

歌の力がみんなのリズムを合わせ，辛い作業を楽しくさせます。まつりの中で披露されたソーラン節も

北海道の民謡で，ニシン漁の時の作業歌です。広島県では県北 

の田植歌が有名です。 

そうした歌が誕生する瞬間に立ち会えたこと，そしてそれが 

みなさんのボランティア精神から生まれたことは大変な驚きと 

感動でした。心が音楽を生み出す，そしてそれが周りの人を元 

気づけ，歌の輪が広がる，音楽の可能性に心が躍りました。 

そして，引き続き今週末は文化発表会です。３年ぶりの合唱 

や発表で，みんなをワクワク楽しくさせましょう。みなさんの 

力に期待しています。 

 

夏まつりにはＰＴＡも出店し，綿菓

子を販売しました。事前に３回練習を

し，400 個の売り上げを目標に臨みま

したが，収益金は 13,200 円でした。

収益金はＰＴＡ活動費にあてます。 

皆様ご協力有難うございました。 

 

放送部 吹奏楽部 

生徒会 



※副題は髙沢君のタイトルを使わせてもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
  
 

 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

                    
１０月の予定         

    ３日（月）学校朝会 

６日（木）ＳＣ来校日（10:30～12:00） 

７日（金）文化発表会（生徒のみ） 

８日（土）文化発表会（保護者参観） 

１１日（火）代休 

１３日（木）ＳＣ来校日  

１４日（金）食育授業（２年） 

１５日（土）呉市新人大会（ハンド） 

１８日（火）生徒会各委員会 

２０日（木）ＳＣ来校日 

２１日（金）漢検 16:10～17:10 

２２日（土）呉市新人大会（バレー，テニス，卓球） 

２３日（日）呉市新人大会（バレー） 

２４日（月）生徒朝会 

２７日（木）ＳＣ来校日 

２９日（土）第６地区敬老会（午前） 

               【吹奏楽部，放送部】 

３１日（月）実力テスト（３年） 

片中版ヤングスポット （作文より一部抜粋）  

修学旅行記 ～３日間のハーモニー～ ＜３学年＞ 

１日目（9/5） 

ハウステンボス（テーブルマナー） 

           
修学旅行では大浦天主堂に行きました。そこでは，キリスト教が禁

止されてからの歴史を学ぶことができました。社会の授業でキリスト

教については少々学んでいましたが，こんなにも辛いことが起きたん

だと初めて知りました。自分と同じような年齢の子，まだ 10歳にも

なっていない子も処刑されたのだと考えると，辛く悲しかったです。

また，12畳というせまい空間に 200人も閉じ込められ，拷問を受けた

という話を聞いて苦しかったです。 

私はキリシタンではないので，どのような想いで信仰していたのか

は分かりませんが，恐怖にさいなまれる中，信じ続けたのはすごいこ

とだと思いました。宗教をめぐる問題は簡単なことではないかもしれ

ません。しかし，このような事はもう起きてほしくないです。 

（池田さん） 

２日目（9/4） 

長崎平和公園・原爆資料館 

班別自主研修 

３日目（9/5） 

ペンギン水族館 

             

３日間の修学旅行を通して，多くのことを学びまし

た。その中の一つがテーブルマナーです。結婚式場のよ

うな洋風の広い食事会場で，本格的な洋食を体験すると

共に，マナーやエチケットを身に付けました。自分から

伝えなくても料理を運んできてくれたり，お水を注ぎ足

してくれたり，貴族にでもなったかのような感覚はとて

も新鮮でした。（窪道君） 

 長崎での体験活動は新しい発見も多くあり，充実した３日間を過

ごしたようです。また，生徒一人一人が自分の成長を体感できた修

学旅行でした。作文を読ませてもらいながら，「人生は（人や景色

等の）出会いで出来ている」と感じた毛利君の言葉が印象的でした。 

８か月待ってやっとのことで，修学旅行に行くことが出来ました。１

月のときはコロナで延期になってしまい，楽しみにしていた心が一気に

冷めていくのを感じました。そのくらい，あのときは楽しみにしていま

した。そして９月に入った頃，コロナもまた増えてきて，しかも台風 10

号が接近しているというニュースを耳にしたとき「また延期だろうか。」

「受験もあるし，中止になるかな。」と不安でしたが，先生達が懸命に

天気予報や台風情報を分析してくださったおかげです。（末澤さん） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


